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かほく市社会福祉協議会広報誌

•

2009Nn7 みんなで築く地峡福祉のまちづくり

..般のふ b，.s;.f') ""'"c した事懇も
つかない動ぎに苦磁しながらも笑いの

たえない大会となりました.

"@lOl","
2 会員募集と地盤嚢福祉活動車a告〈平成四年:度実績)

3 みん怠元気で輝いています!(各団俸の活働環告)

4-5 ポランティア活動績を主偽"し伺亨ポラツテイ?慢成""、ジュニアポラyテイ?停.忽と3

4 rポランティ?活動保険の加入I.お清みですか ?J

5 ポラシティ?グルプ信介「湾北台中学綬皿C蚕員会」

6-7r赤い羽銀募金 J と「飽来たすけあい募金 J 情報

8 知つ得コーナ f社悔の居宅介 II ・筒潤介虚ザ ピス J

sa ，知 ott r入れ鐘 L 殴慢をリザイクルします」



かほ〈前社会編祉臨海会は 住民のみなさまとと色に福祉のまち

づくりをEすすめる 社会福祉法人絡をもった非営利回民間福祉団体です.

そして f維もが安心して務bせるまちづ〈りj を目指して活動を展開有しています.

⑧易型写重量
かほ<iiiに寄らす伎民のみなさまひとり一人が、J!!域福祉の良き単解者に

なっていただくために そして さまざまな抱域縮祉活動の脈動力になって

いただ〈ため、会uの加入をお願いしています.

会且の募集は年聞を通じて行っておりますが.

毎年 7 月-8 月にかけて町会区長会迎合会

を通じてご11<1延させていただいております.

会員の種類と会質 I'"額)

般会員 200円

特別会員 l，000円

賛助金員 10.000円

事成20fF-1!I':もた〈さんのみなさまにご協力を脳り. I事〈御礼巾し上げます.

また、町会長・区i返さまをはじめ会民募集にあたりご協力いただきました関

係者のみなさまに、心からI'}<お礼'1' し上げます.

今ι1'1箆も引き続き 弘ども祉協の活動会u会貨の緩旨に何とぞご鍵向いた

だき、絡別のご凶力をいただきますよう、よろしくお困闘い巾し kげます.
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2議室Z iZE宮里〉田名}
賛助会焚(市内企策"盆)

2.488千門

平成20をま虚実.
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みなさまからの会慢で行った地場福祉事量の一部を制介します.

民生聾員児童聾員協議会研修会
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•

高働者や陣膏者の現実を理解し、具

体的な支媛方法について学びました.

♂昨年度加入された方も、 3月末日で楢償蹴聞が終了していますので、平成21年度の新た

な加入カt必要です.お-I-込み、お問い合せはポラJティアセンターまで.

m(076)285-8885

面«>-

CmlllliBD
守軍帽一一

:"rボランティア活動保険 j は日本関内におけるボランティア活動中のさまざまな感依に
対する備えとしてボランティアの方々を補償する保険です .

..組加入も獲製しております.お気鑓にポラノティアセ Jター 4、割問い合わせ〈ださい

f1I l ，H市計也"よリ
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平成四年度共同事金実績

=み認さまから

CD5,888,374 pl

叩をお寄郎、￡だき叫=

;ご協力晶りがとうございました! ?'

..~グ守

算金区分 実績額(門〉

赤い羽線募金 1,593.727

歳末たすけあい募金 4,294 ,647

計 5.888,374

聞平成20年度募金実績額

.共同募金実績の肉眼

臓宋

~"""丸、

鎗末

~".ワ宮丸、

一30.800
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24.800

旦』旦
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主，4 00
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2坦旦
192.556

宥弘司滋畏

11.550
23,550
10,650
1ROOO

4,350
7.050

9.150

3,300
9,750

45.000

82,500
97.950

町会・区会名

蘇

百事
再軍事

1~5I

多国

"Ii!
上山田

下山田

錦伏

字融関公回目

℃建

宇野気

字

訂F

44.922

103.875

25.680

34.500

29.211

57.902
57.000 叩 1 .5 94

85,800 I273.引 9

48.田町 52,451
7.0501 21 ,600
丘刊O 印刷。
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E 平成四年度赤い朝時金配分予定

20句lJlに市せられた赤い羽似締金は、 21

1F!庄 市内で福祉活動を行う樹被州体やボラン

ティア間体などの支援のために使われます.

目平成岬鵬末たすけあい融E分繍

20iJOurに稽せられた雌-l<たすけ~~~g.金は也
生活支IIIを必援とする人々が、地域で安心して傍

らせるように.また地域福祉事mの支畿のために

使われました.

1

配分区分 実績額(門)

県内全""への配分
612,000

(褐従，舌動貨として配分)

かIi<市内への配分
934 ,727

(褐ld活動賓として配分)

事務路贋
47,000

G貨物網開入郵便料な的

赤い羽根募金配分合計 1,593,727

'
s

配分区分

生活保橿包帯 IS<住裕}

事樋to憎硲 f回世婦)

川棚酬置掛川崎

棚盟問問'"悼3

j龍三護教組纏殴 "名)

書者経段 (225-&)
見慣金.昼事績 i'j' 計

四松向調止円滑.

・1問者貨同随時制属唱刷川出

縁家たす，~い事会配分合計

実績IU( fII)

E息盟

主主且 E

"型型
旦i畠000

坦2且E
20 ，'盟主

旦且主

主辺旦
1 ， 125 ，0旦

1..!些盟旦

皐盆丘
主主 .000

4.294 ,647

老人偏祉施設の入所者に官業

をかけながら滋末たすけあい

募金による見舞金を手渡す械 l

野石川県共同事金会かほく市

交会長 [市内あかしあ経]

織'"たすけあい裏金の

ー衝を地縁福祉ザーピス

などのために 92 万門

間|
かほく市内の向両信者施設をご

利JIlの方々のためにレクリエ

ーンヨンJIl具を司 z内施設 16ヶ

所に附虫しました.

{ことぷき凶での矧型式の嫌子]

醐4

赤吾、羽倶募金め -811£

かiま〈司怖の 、一

者置証活動に， 93 方向

平成20if-1frには、 2Ji 8日と

3月8日に聴覚蹄書官の方々に

穆習や体操などの健康教坐を

附慨しました.また手磁サー

クルの方々やかほ〈市赤十子

事仕聞の方々と交淡しました.

ベD百百両百白J
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ー・お潤い合わせ T且(076)285-2883

@利用できる人則 的でタクンーその他の公共交通機関'" ~Jn Jすること
が爆し〈、次の <!f In に談"iする jj です

・要介 srs il::を受けているカ ・隊笹湿度区分を受けている方
。必要性を認められている方

・身体介績を作わない場合 3km まで 3001" (Ikm ごとに 100 円加算 j
・身体介護を伴う掛合 lOkm :J::で 200 門、 20km まで '1001 -'1

(平成 21{F ..4 JUB から進周) 30km まで 600 円 (I km ごとに 50 1' 1 加算)

l!!!!!I!!!!!l一一工 n 手町1"rc. ~t -g:D==--=-'''''' -
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